
   
 
 
 
 
 
 

 

  平成１６年９月 

   門司地方海難審判庁 
 

 

自分で守ろう！！ 
大切な命と貴重な財産



 
 
 

門司地方海難審判庁は，九州西方を除く九州沿岸，日本海西部及び黄海海域におい

て発生した海難事故についての審判を行っています。 
福岡県周辺海域は，博多港や関門港などの大規模な港湾があることから，多数の船

舶が航行するとともに，多くの漁船が操業する漁場にもなっています。 
この海域では，漁船同士あるいは航行中の外国船を含む貨物船と漁船との衝突など，

漁船が関係する海難が多数発生しています。 
今回，当海難審判庁は，平成１３年から同１５年の３年間に言い渡した裁決のうち，

福岡県周辺海域における漁船海難１２９件中，玄界灘周辺海域で発生した漁船が関係

する衝突事件３１件について海難原因を分析し，その再発防止に向けた提言を行うこ

ととしました。 
 今回の分析と提言により，船舶運航関係者の海難に対する理解が深まり，同種海難

の再発防止に寄与できれば幸いです。 
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１ 福岡県周辺海域における漁船海難発生の実態 

（１）発生海域と海難種類 

衝突が７７件と最も多く、全体の６割 
福岡県周辺海域における漁船海難１２９件の内訳は，衝突が７７件（約６０％），

防波堤などへの衝突が６件（約５％），乗揚が２１件（約１６％）などとなって

いる。 
発生海域別に見ると、玄界灘周辺海域で３９件（３０％），対馬沿岸で４１件

（３２％），壱岐・対馬西方沖合で２５件（１９％）などとなっている。 
 

 
図１ 海難種類の海域別発生件数 
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（２）衝突海難の発生海域と相手船船種 

漁船同士が３４件と多く，全体の４割強 
福岡県周辺海域で発生した７７件の漁船衝突海難の相手船の船種は，漁船が  

３４隻（４４％）を占め，ついで貨物船が２３隻（３０％），プレジャーボート

が９隻（１２％）で，これらの３船種が全体の８６％を占めている。 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 衝突の相手船船種の海域別隻数 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ 衝突の相手船船種の隻数 
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（３）衝突海難の主な海域における相手船船種 

玄界灘周辺海域では漁船以外の船舶との衝突が約７割 

 
図４－１ 衝突の相手船船種（玄界灘周辺海域） 

 

壱岐・対馬周辺では漁船同士の衝突が約７割 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   図４－２ 衝突の相手船船種（対馬沿岸） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       図４－３ 衝突の相手船船種（壱岐・対馬西方沖合） 
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２ 玄界灘周辺における漁船衝突海難 

沿岸域で多発している 
玄界灘周辺海域における，漁船が関係する船舶間の衝突海難は３１件（関係漁

船４１隻）で，その対象海域と発生地点は下図のとおりであり，沿岸域で多発し

ている。 

 
 図５ 分析対象海域  

 図６ 漁船衝突海難発生地点   
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（１） 主たる根拠地 

他県の漁船も漁場とする海域 
衝突海難を起こした漁船の主たる根拠地は，山口県豊北町が最も多く，ついで 

福岡市、北九州市及び長崎県壱岐市となっている。 

 
（★１個が１隻を示す） 

図７ 主たる根拠地の分布 
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（２）発生時刻 

午前中から昼過ぎまでの間に集中して発生 
１３時台と１４時台が最も多く，ついで７時台になっており，午前中から昼 

過ぎまでの間に発生が集中している。 
 

 
 図８ 時間帯別発生件数 

 
（３）発生月 

夏場に多く発生 
  ５月が７件と最も多く，冬場に比較して夏場に発生が集中している。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図９ 月別発生件数 
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（４）トン数 

５トン未満の漁船が半数 
５トン未満が４９％，５トン以上１５トン未満が３７％，１５トン以上２０ 

トン未満が１０％を占めている。 
                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 10 トン数別発生隻数 

（５）漁業の種類 

一本釣り漁業が約半数 
一本釣り漁業（いか釣り漁業を含む）が４２％を占め，ついで刺網漁業，延縄 

漁業となっている。 

 図 11 漁業種類別発生隻数 

5t未満  20隻(49%)

5t～15t  15隻(37%)

15t～20t  4隻(10%)

20t～100t  1隻(2%)

100t以上  1隻(2%)

４１隻

すくい網漁業 1隻(2%)

不詳 1隻(2%)

ワカメ漁 1隻(2%)

ごち網漁業 1隻(2%)

底びき網漁業 1隻(2%)

運搬船 2隻(5%)

樽流し釣漁 2隻(5%)

棒受網漁業 2隻(5%)

敷網漁業 2隻(5%)

引網漁業 2隻(5%)

延縄漁業 4隻(10%)
刺網漁業 5隻(13%)

一本釣り漁業
 17隻(42%)

  (いか釣り漁業を含む)

４１隻
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３１件死傷者なし
 17件

死傷者発生
 14件(16人)

（６）衝突時の運航形態 

漁場への往復航行中が半数以上 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 12 衝突時の運航形態 

（７）死傷者数 

事故の半数で負傷者発生 
漁船衝突海難３１件中，死傷者発生件数は１４件で，ほぼ２件に１件の割合で 

死傷者が発生している。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 13 死傷者の状況 

死  亡 ４人 
行方不明 ２人 
負  傷１０人 

台風避難 1隻(2%)

その他 1隻(2%)

漁場移動中 3隻(7%)

操業中 5隻(12%)

漂泊・錨泊中 7隻(17%)

漁場から帰港中
 11隻(27%)

漁場向け航行中
 13隻(33%)

４１隻
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３ 衝突海難の原因 

（１）原因の種類 

衝突原因のほとんどが「見張り不十分」 
衝突を起こした漁船４１隻の海難原因は「見張り不十分」が３２隻，「航法  

不遵守」が４隻，「信号不履行」が３隻，「居眠り」が１隻などとなっている。 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 14 原因の種類 
 
 
（２）見張り不十分の要因 
 ◎ 一瞥して，他船はいないものと判断した（１１隻） 
◎ 操業準備等の作業に熱中していた（５隻） 

 ◎ 漁ろう従事中，錨泊中なので，他船が避けてくれると思った（４隻） 
 ◎ 操業中の他船に気を取られた（４隻） 
 ◎ 死角があった（３隻） 
 ◎ 一点のみを見て，周囲の見張りがおろそかになった（２隻） 
 ◎ 横切り関係だから，避航船が避けると思った（２隻） 
 ◎ 太陽光の海面反射で相手船に気付かなかった（１隻） 
 ◎ 相手船の灯火を錨泊船の灯火と思い込んだ（１隻） 
 ◎ 引船列の引船の灯火を漁船の灯火と誤認し，被引船に気付かなかった（１隻）

※（１隻で２つの要因があったものを含む）

 

その他 1隻(2%)居眠り 1隻(2%)

信号不履行 3隻(7%)

航法不遵守 4隻(10%)

見張り不十分 32隻(79%)

４１隻
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４ 裁 決 事 例 

 
 
 
 
 



 

 １１ 

裁決事例１ 漁ろうに従事中の漁船と航行中の漁船との衝突 

漁船群

漁船Ｂ丸
漁船Ａ丸

海難原因
Ａ丸：①見張り不十分 
   ②漁ろうに従事しているＢ

丸の進路を避けなかった
 
Ｂ丸：①警告信号を行わなかった

漁船群を替わすためいす
の上に立ち上がって操船

いすに座り，前方に死角が生じた
ままＢ丸に気付かずに進行

漁船群を後方に替わ
し、もう前路に他船は
いないものと思った

接近するＡ丸を
視認したが，揚
網作業続行 

漁ろうに従事中の自
船の進路を避けるも
のと思った

玄界灘

-
１
１
-
 

教 訓 
Ａ丸：船首死角を補う見張

りを行うこと 
Ｂ丸：漁ろうに従事中、他

船が接近したら警告

信号を行うこと 

福岡県

山
口
県 

16:25



 

 １２ 

裁決事例２ 動静監視不十分の漁船と居眠り運航の漁船との衝突 

漁船Ｃ丸

漁船Ｄ丸

海難原因 
Ｃ丸：①動静監視不十分 
   ②警告信号を行わなかった 

③衝突を避けるための措置を
とらなかった 

 
Ｄ丸：①居眠り運航防止措置不十分
   ②衝突のおそれを生じさせた
   ③衝突を避けるための措置を

とらなかった 

強い眠気に襲われたが
窓を開けただけ 

右舷前方の島を
替わす為に気持
ち が 張 っ て い
て，居眠りする
ことはないと思
った

居眠りに陥る

島を替わして気が
緩んだ 

舵輪を握った手が
動いて右回頭

レーダーでＤ丸を探知
したが映像を一見した
だけ 

自船はまもなく特牛
港に向け左転するの
でＤ丸と接近するこ
とはないと思った

 

 
玄界灘

角島

-
１
２
-
 

教 訓
Ｃ丸：接近する他船を認め 

たら、安全に替わりゆ
くまで見張りを継続
すること 

 
Ｄ丸：眠気を催した際には、

他の乗組員と複数で
当直にあたること 

   １人乗組のときは、一
旦錨泊して仮眠 

山
口
県 

03:25



 

 １３ 

裁決事例３ 見張り不十分の貨物船と操舵室を無人として航行中の漁船との衝突 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

貨物船Ｅ丸 漁船Ｆ丸 

玄界灘

海難原因 
Ｅ丸：①見張り不十分 
   ②横切り船Ｆ丸の進路を避けなかった
 
Ｆ丸：①操舵室を無人とした 
   ②警告信号を行わなかった 
   ③衝突を避けるための協力動作をとら

なかった 

集魚灯を点灯して操業中

のいか釣り漁船群 

右舷方の見張
り不十分 

漂泊しているい
か釣り漁船しか
いないと思った

便意を催し、操舵室を
無人とした

短時間で戻るつ
もりだった 

-
１
３
-
 

教 訓
Ｅ丸：集魚灯を点灯して操業中の漁船群の中を航行

している他船を見落とさないこと 
 
Ｆ丸：漂泊して操業中の漁船群の中を航行している

と他船から気付かれにくいことがある 
   短時間であっても，他の乗組員を呼ぶなどして

操舵室を無人としないこと

漁船群の中を航行中の
Ｆ丸に気付かず進行 

02:39



 

 １４ 

裁決事例４ 周囲の見張り不十分の貨物船と左舷方の見張り不十分の漁船との衝突 

貨物船Ｇ丸

漁船Ｈ丸

海難原因
Ｇ丸：①見張り不十分 
   ②横切り船Ｈ丸の進路を避けなかった
 
Ｈ丸：①見張り不十分 
   ②警告信号を行わなかった 

③衝突を避けるための協力動作をとら
なかった 

船体動揺を緩和で
きる針路に転じる

左舷方の見張り不十
分で北上するＧ丸に
気付かず 

左舷方から接近する他船が
自船を避けるものと思った

周囲の見張り不十分
で西行するＨ丸に 
気付かず 

波浪との出会い周期
を観測して船体動揺
を緩和できる針路の
検討に気を奪われた

玄界灘 

-
１
４
-
 

教 訓
Ｇ丸：波の様子などに気を取られている

と，見張りへの注意力が希薄にな
ることがある 

 
Ｈ丸：左舷方から接近する他船は自船の

進路を避けるものと思わず，周囲

の見張りを十分に行うこと 

14:10



 

 １５ 

裁決事例５ 死角を補う見張り不十分の漁船と漂泊中の漁船との衝突 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

玄界灘

海難原因
Ｉ丸：①見張り不十分 

②漂泊中のＪ丸を避け
なかった 

 
Ｊ丸：①見張り不十分 

②衝突を避けるための
措置をとらなかった 

漁船Ｉ丸 

漁船Ｊ丸
（漂泊中） 

船首浮上とマスト
等により死角を生
じたが，死角を補
う見張りを行わず

一瞥して前路に他船は
いないと思った 

漁獲物の選別作業
に熱中し，周囲の見
張りを行わず 

漂泊している自船を，他
船が避けるものと思った

-
１
５
-
 

教 訓
Ｉ丸：船首方向で錨泊，漂泊してい 

る小型船は航走波も，方位変 
化もないから，死角を補う見 
張りを行わないと見落とすこ 
とがある 

 
Ｊ丸：ひとつのことに気を取られる 

と他のことに注意が回らなく 
なることがある 

13:20



 

 - １６ - 

５ 海難の再発防止に向けた提言 

緊張感を保った厳重な見張りが重要 

  玄界灘周辺海域における漁船の衝突海難の主な原因は「見張り不十分」です。 
  その中でも漁場への往復航行中の衝突海難が６割を占めています。 

出漁時には，下記提言を参考に，安全運航を心がけて下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
  船橋当直者の見張り不十分など，安全運航についての「意識の不足」が事故を招い

ているように思われます。 
  漁業協同組合をはじめ関係団体各位におかれましては，乗組員に対して，より一層

の安全運航についての指導・教育を行って頂くようお願い致します。 

◎ 死角を補う見張りを行いましょう 
◎ 船首方向で錨泊、漂泊している小型船は、航走波も，方位変化もないから，

見落とさないようにしましょう 
◎ 漁船群の中を航行している他船を見落とさないようにしましょう 
◎ 漁船群の中を航行していると，他船から気付かれないことがあるので周囲

の見張りを厳重に行いましょう 
◎ 接近する他船を認めたら，安全に替わりゆくまで見張りを継続しましょう

◎ ひとつのことに気を取られると，他のことへの注意力が希薄になることが

あるので，注意しましょう 
◎ 漁ろうに従事中であっても，他船が接近したら警告信号を行いましょう 
◎ 眠気を催した際には，他の乗組員と複数で当直にあたりましょう。１人で

乗り組んでいる場合には，一旦錨泊あるいは漂泊して仮眠を取りましょう
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